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【発表概要】

日本語で検索できる特許データベースの検証として、今回、２００８年 5 月にＷＩＰＳ

社からリリースされた韓国特許日本語検索システム「ＰＡＴＢＲＩＤＧＥ」を用いて特許調

査を行った。その結果、ＰＡＴＢＲＩＤＧＥが、韓国特許を日本語で検索できる特許デー

タベースとして十分に活用できることが判った。

しかし、ＰＡＴＢＲＩＤＧＥを使用する場合、翻訳精度の問題から、各キーワードにつ

いて、ハングル文字との相関を考えた適切なキーワードの選定が必要である。また、使

用するＩＰＣについては、韓国特許庁が付与するＩＰＣが以前は少なかったことを考慮し

て、ＩＰＣを選定する必要がある。

今回、具体例として「（メタ）アクリル酸の製造方法」の特許調査を行い、ＰＡＴＢＲＩＤ

ＧＥの特許データベースとしての検証を行った。また、ＰＡＴＢＲＩＤＧＥから得られたデ

ータを基に、既存のソフトを用いた韓国特許の特許マップソフトによる解析も行った。

【キーワード】

特許データベース，韓国特許，特許マップ，機械翻訳，ＩＰＣ，アクリル酸，メタクリル

酸，ハングル文字
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1. はじめに

海外特許を調査する場合、言語の問

題が常にある。英語圏の国の調査でさえ、

欧米以外の英語圏の特許を調査する場

合、各国の特許庁にアクセスしても全文

が公開されていない場合が多く、ＷＰＩ等

の英文抄録を頼りに調査することが多

い。

更に、英語圏以外の言語の特許を調

査する場合、WPI 等の英文抄録の収録

状況 1)を確認しながら行う必要があるが、

収録のタイムラグの問題で直近の情報が

収集できない。また、中国２），台湾３）及び

韓国４）の各特許庁には、各国の原語デ

ータベース以外に英語データベースが

あるが、英語データベースの収録タイム

ラグはいずれも４～5 ヶ月である。原語デ

ータベースはタイムラグこそないが、検

索・出力は、原語（簡体字、繁体字、ハン

グル文字）である。

アジア圏の特許検索では、日本語で

検索できるデータベースとしては、中国

特許ではレイテック社の PAT-LIST-

CN/WEB5)、クロスランゲージ社の WO

RLDPATENT．JP6)がある。

韓国特許の日本語検索システムとして

は、今年、WIPS 社が PATBRIDGE７）、

クロスランゲージ社が WORLDPATEN

T．JP6)の韓国特許版をリリースした。

今回、当初はPATBRIDGE７）とWOR

LDPATENT．JP6)の韓国特許版の

データベースの比較を行う予定であっ

た。

しかし、WORLDPATENＴ．JP6)の韓

国特許版の蓄積が非常に少なく、比較

対象にすることが出来なかった。

従って、ここでは、PATBRIDGE７）が

韓国特許を日本語で検索できる特許デ

ータベースとして活用できるかについて

の検証を行った。

2. 検証方法

PATBRIDGE７）を用いた韓国特許調

査を行うため、具体的なテーマとして「（メ

タ）アクリル酸の製造方法」を選択した。

検索方法としては、次の３種類の方法

で行った。対象範囲は２０００年から２００

７年の公開特許に限定した。

① ＩＰＣを用いて、PATBRIDGE７）で直

接検索する。

②：①と同じ IPC を用いて日本特許を検

索し、回答集合に該当する特許のファミ

リーで韓国特許を抽出する。

③：「アクリル酸」、「メタクリル酸」及び上

位概念の「不飽和カルボン酸」をキーワ

ードに用いたワード検索。但し、ワードは

機械翻訳を考慮して選定した。

①、②、③で検索した結果から該当特

許を抽出し、最終的に２３８件の特許を

得た。

なお、PATBRIDGE７）では、WIPS

独自の「WIPS ファミリー」を見ることが出

来る。従って、ＷＩＰＳファミリーで日本特

許や米国特許があれば、該当する日本

特許または米国特許を見て、ノイズ除去

を行うことが可能であり、便利である。

2-1.ＩＰＣによる検索

①と②の方法を用いたのは、韓国特

許に付与されているＩＰＣの数が少ないた

め、ＩＰＣの検索では、多数の検索漏れが

発生すると思ったからである。

図．１と図．２に、今回抽出した２３８件

の特許の、公開年毎のＩＰＣ数の推移を

示した。

図．１と図．２から、ＩＰＣ数は２００１年ま

では殆どの特許で１個、２００２年ころから

ＩＰＣ数が２個及び３個の特許が出てきて

いることが判る。また、２００６年公開以降

はＩＰＣ数１個の特許は激減し、ＩＰＣ数４

個の特許が最も多くなっている。

これらから、ＩＰＣを用いた検索は、特
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に２００３年公開以前の特許の検索漏れ

に注意する必要がある。

韓国特許（PATBridge使用）「（メタ）アクリル酸
の製造方法」 ２３８件

調査対象：２０００年～２００７年公開特許。
ＩＰＣ数の推移①
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図．１ ＩＰＣ数の推移①（２０００年から２０

０３年公開）

韓国特許（PATBridge使用）「（メタ）アクリル酸
の製造方法」 ２３８件

調査対象：２０００年～２００７年公開特許。
ＩＰＣ数の推移②
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図．２ ＩＰＣ数の推移②（２００４年から２０

０７年公開）

２-２．キーワードによる検索

「アクリル酸」、「メタクリル酸」及び上位

概念の「不飽和カルボン酸」をキーワー

ドに用いた検索は、次の点を注意して検

索を行った。

ＰＡＴＢＲＩＤＧＥ７）は、韓国特許を全文

日本語に機械翻訳してあり、検索では、

日本語に機械翻訳された韓国特許を検

索することになる。従って、機械翻訳で

誤訳された特許をも検索するためには、

誤訳も考慮したキーワードで検索する必

要がある。

例えば、「アクリル酸」を検索する場合、

「酸」に該当するハングル文字「산」の誤

訳に注意する必要がある。

ハングル文字「산」を日本語に機械翻

訳した時、同じ音を持つ「サン」、「山」、

「産」、「算」、「散」、「珊」で検索する必要

がある。

表．１に、「アクリル酸」のキーワードに

よる検索結果を出した結果を示す。

この結果から、「アクリル酸」をキーワ

ード検索する場合、ＰＡＴＢＲＩＤＧＥ７）で

は、「アクリル酸+アクリルサン+アクリル

山」までは、少なくともキーワードとして入

れる必要があることが判る。なお、表。１と

表．２で示した数字は（特許公開＋特許

公告／登録）件数を意味する。

表．１ 「アクリル酸」のキーワード検索

キーワード
発明の名称

（TI)
要約（AB)

アクリル酸 534 2,963
アクリルサン 45 880
アクリル山 1 52
アクリル産 or アクリル產 0 4
アクリル散 0 1
アクリル算 0 0
アクリル珊 0 0
アクリルさん 0 0

表．２に、「アクリル酸」の上位概念で

ある「不飽和カルボン酸」のキーワード検

索結果を示す。この結果から、「不飽和

カルボン酸」の場合、より多くのキーワー

ドが必要となることが判る。

表．２の結果から、PATBRIDGE７）で

「不飽和カルボン酸」の検索を行う場合、

「不飽和カルボキシル酸」を主として検索
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する必要があることが判る。

表．２ 「不飽和カルボン酸」のキーワード

検索

キーワード
発明の名
称（ＴＩ）

要約(AB)

不飽和カルボン 0 8
不飽和カルボン酸 0 3
不飽和カルボン山 0 0
不飽和カルボンサン 0 1

不飽和カルボク 9 127
不飽和カルボク酸 0 0
不飽和カルボクサン 0 1
不飽和カルボク山 0 0
不飽和カルボク枾 6 81
不飽和カルボク枾山 6 81
不飽和カルボクシサン 4 58

不飽和カルボキシル 76 711
不飽和カルボキシル酸 74 679
不飽和カルボキシルサン 2 28
不飽和カルボキシル山 0 3

不飽和カールカルボキシ 1 27

ブルポファカルボン 0 0
ブルポファカルボク 5 6
ブルポファカルボキシル 0 1
ブルポファカールカルボキシ 0 0

3. 特許マップ解析

検索の結果得られた「（メタ）アクリル酸

の製造方法」の母集団は、韓国特許が

日本語で示されている。従って、日本語

の特許マップソフトを用いれば、中身を

日本語で解析することができる。

しかし、日本語の訳に問題がある場合、

マトリックスマップなどの構成要素や特性

要素の解析は難しい。

今回、PATBRIDGE７）で得られた母

集団が、日本語の特許マップソフトで十

分な解析が可能かどうか、検証を行っ

た。

インパテック社製パテントマップ EXZ

を用いて、解析した結果を以下に示す。

図．３に、２３８件の出願人別シェアマ

ップを示す。出願人上位３社で約６４％

を占め、上位６社で約８８％を占める。

図．３ 出願人別シェアマップ

図．４に、出願人別の件数推移時系

列マップを示す。全体では２００３年出願

をピークに出願は減少傾向であることが

判る。また、出願上位３社の出願数のピ

ーク時期も明らかにできた。

図．４ 出願人別件数推移時系列マップ
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図．５に、出願人 vs キーワードのマトリ

ックスマップを示す。

この図から、各社の使用している原料

及び、どの点を改良して開発を行ってい

るかが判った。

これらの特許マップ解析結果から、

PATBRIDGE７）で得られた母集団は、

日本語の特許マップソフトで十分に解析

が可能である。

図．５ 出願人 vs キーワードのマトリック

スマップ

4. おわりに

以上より、日本語で検索できる特許デ

ータベースとして、PATBRIDGE７）が、

韓国特許を日本語で検索できる特許デ

ータベースとして十分に活用できること

が判った。このように、検索及び特許マッ

プ解析までが全て日本語で行うことがで

きることは、今後の韓国特許の調査には

必要不可欠なツールと思われる。

また、今回検証できなかったが、クロス

ランゲージ社の WOＲLDPATENＴ．

JP6)の韓国特許版は、日本語を入力し、

日本語をハングル文字に変換してから

検索を行うシステムである。そのため、

PATBRIDGE７）とは検索方法が異なる。

クロスランゲージ社のデータ蓄積が検

証できる程度まで増加すれば、WOＲ

LDPATENＴ．JP6)と PATBRIDGE７）の

比較検証も追加して行い、発表時に説

明を加えたいと思う。
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